
　

林
道
雄
山
環
状
線
か
ら
大
路

池
を
眺
望
で
き
る
ジ
オ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
ル
ー
ト
に
新
た
な
ポ
イ

ン
ト
の
「
大
路
池
展
望
台
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
坪
田
林
道
の

入
口
か
ら
約
２
・
５
㌔
㍍
行
っ

た
と
こ
ろ
に
位
置
し
ま
す
。

　

こ
の
展
望
台
に
は
、
杉
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
、
木
製

の
ベ
ン
チ
や
安
全
柵
が
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
坪
田
ジ
オ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
上
に
あ
り

　

三
宅
村
に
移

住
を
検
討
し
て

い
る
方
が
短
期

間
、
島
内
に
滞

在
し
な
が
ら
就

業
体
験
、
島
ぐ

ら
し
相
談
会
や

島
内
イ
ベ
ン
ト

の
体
験
な
ど
を

通
じ
て
島
ぐ
ら

し
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
移
住
に

繋
げ
る
「
三
宅

村
島
ぐ
ら
し
体

験
事
業
」
を
以
下
の
期
間
で
実

施
し
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
①
８
月
２
日
㈬
～

６
日
㈰
②
８
月
２
日
㈬
～
１０
日

㈭
　

※
２
日
夜
竹
芝
発
の
定
期
船

に
乗
船
。
期
間
中
は
２
年
に
一

度
の
富
賀
神
社
の
巡
り
神
輿
開

催
期
間
で
す
。

　

▽
募
集
人
数
＝
期
間
①
と
②

合
わ
せ
て
６
人
程
度

　

▽
参
加
費
＝
無
料

　

※
往
復
交
通
費
、
滞
在
期
間

中
の
食
費
、
島
内
移
動
用
車
両

の
燃
料
費
（
車
両
は
村
で
用

意
）
は
自
己
負
担

　

村
で
は
期
間
中
の
就
業
体
験

や
職
場
見
学
を
通
じ
て
、
現
在

求
人
募
集
を
し
て
い
る
事
業
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
求
人
を
行
っ
て
い
る
（
予

定
含
）
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
は

ぜ
ひ
、
求
人
情
報
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
三
宅
村
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
企
画

財
政
課
企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９

８
４
。

　

三
宅
村
商
工
会
女
性
部
の
商

品
が
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
地
域
特
産
品
売

店
」
に
て
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
し
た
ば
カ
レ

ー
、
あ
し
た
ば
炊
き
込
み
ご
は

ん
の
素
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
売
店
で
は
、
東
京
の
伝
統

工
芸
品
や
島
し
ょ
特
産
品
、
都

庁
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

　

▽
営
業
日
＝
年
末
年
始
を
除

く
毎
日

　

▽
営
業
時
間
＝
午
前
１０
時
か

ら
午
後
６
時
（
月
末
日
は
午
後

１
時
ま
で
）

大路地展望台からの眺望

大路池展望台への地図
　

三
宅
島
の
魅
力
を
捉

え
た
写
真
を
募
集
し
ま

す
。

　

今
年
は
特
別
選
考
委

員
に
風
景
写
真
家
の
八

木
千
賀
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
お
り
、
皆
さ
ん

か
ら
多
く
の
作
品
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
入
賞
作
品
に
は
豪

華
な
賞
品
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
応
募

作
品
は
三
宅
村
発
行
の

公
式
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
作

成
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
は

東
京
都
内
の
主
要
駅
を

は
じ
め
、
竹
芝
桟
橋
や

東
海
汽
船
客
船
、
そ
し

て
島
内
の
民
宿
や
商

店
、
空
港
か
ら
船
客
待

合
所
ま
で
至
る
所
に
掲

示
さ
れ
、
三
宅
島
の
Ｐ

Ｒ
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

の
写
真
は
大
判
ポ
ス
タ
ー
に
も

使
用
が
可
能
な
１５
Ｍ
Ｂ
以
上
の

サ
イ
ズ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

作
品
の
採
用
者
に
は
審
査
後
に

観
光
協
会
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

　

▽
応
募
締
切
＝
９
月
３０
日
㈯

必
着

　

▽
応
募
方
法

＝
メ
ー
ル
ま
た

は
郵
送

　

応
募
先
と
問

い
合
わ
せ
は
三

宅
島
観
光
協
会

☎
⑤
１
１
４

４
。
〒
１
０
０

–

１
２
１
２
三

宅
村
阿
古
６
７

２–

３
三
宅
島

観
光
協
会
内
三

宅
島
フ
ォ
ト
コ
ン
２
０
１
７
事

務
局
ま
で

p_contest@
m
iyakejim

a.gr.jp

　

７
月
２２
日
㈯
に
三
宅
島
Ｏ
Ｗ

Ｓ
大
会
２
０
１
７
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

Ｏ
Ｗ
Ｓ
と
は
、
オ
ー
プ
ン
ウ

ま
す
の
で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

森
の
中
を
散
策
し
、
鳥
の
さ
え

ず
り
や
木
の
温
も
り
を
感
じ
な

が
ら
、
展
望
台
か
ら
の
素
晴
ら

し
い
眺
望
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　

お
車
で
行
か
れ
る
場
合
は
道

路
幅
が
狭
い
の
で
走
行
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

観
光
商
工
係
☎
⑤
０
９
２
０
。

自然ガイドによる島内ツアーの様子

三宅島の特産品が買える都庁の売店

オ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
の
略

で
、
海
・
川
・
湖
な
ど
の
自
然

環
境
下
で
開
催
す
る
水
泳
競
技

で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正

式
種
目
で
す
。
開
催
す
る
場
所

に
よ
っ
て
環
境
が
異
な
る
た

め
、
タ
イ
ム
競
技
で
は
な
く
着

順
を
争
う
こ
と
が
重
要
に
な
る

競
技
で
す
。

　

大
会
情
報
は
大
会
主
管
団
体

の（
一
社
）三
宅
島
観
光
協
会
、

（
一
社
）
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

▽
開
催
日
＝
７
月
２２
日
㈯

　

▽
開
催
場
所
＝
錆
ケ
浜
海
岸

（
天
候
に
よ
り
大
久
保
浜
海
岸

へ
移
動
）

　

▽
主
催
＝
三
宅
島
Ｏ
Ｗ
Ｓ
大

会
実
行
委
員
会

三
宅
島
Ｏ
Ｗ
Ｓ
大
会
２
０
１
７

７
月
22
日
㈯

錆
ヶ
浜
海
岸
で
開
催

「
大
路
池
展
望
台
」が
完
成

素
晴
ら
し
い
眺
望
が
楽
し
め
る

参加者と島内求人を募集
第５回島ぐらし体験事業都

庁
で
三
宅
島
の
特
産
品
販
売

あ
し
た
ば
カ
レ
ー
な
ど

商
工
会

女
性
部
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平成２９年４月１１日から平成２９年５月１０日まで

村長室だより

４月１１日 東京消防庁装備部航空隊発足
５０周年記念式典出席

　　１３日・�１４日　みなかみ町議会交流促
進特別委員会他来庁対応

１６日 東海フィッシングクラブ村長
杯争奪三宅島磯釣大会表彰式
出席

１９日 平成２９年度東京都副町村長会
議出席

２０日 東京都島しょ保健所長・福祉
保健局保健政策課長来庁対応

２４日 三宅村火葬場新設整備に係る
伊ケ谷地区住民説明会出席

２７日 平成２９年度全国簡易水道協議
会関東甲信越ブロック会長会
議、全国簡易水道協議会関東
甲信越ブロック簡易水道大会
出席、行政視察

５月９日 環境省自然保護官、東京都主
税局長来庁対応

１０日 ボルダリング関係テレビ取材
対応

人
事
異
動
（
５
月
１
日
付
）

　

【
主
任
級
】
消
防
本
部
管
理

係
主
任
＝
宮
崎
真
理
（
消
防
士

長
）

　

地
域
整
備
課
は
、
環
境
整
備

係
と
水
道
係
の
２
係
で
、
皆
さ

ま
の
生
活
に
密
着
し
た
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
水
道
係
で
は
、

皆
さ
ま
に
安
全
な
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
、
施
設
の
維
持
管

理
や
漏
水
修
理
と
水
質
検
査
な

ど
の
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
整
備
係
で
は
、
村
道
の

改
修
維
持
工
事
を
発
注
す
る
な

ど
、
直
接
現
場
で
草
刈
り
作
業

等
の
維
持
管
理
を
行
い
、
村
営

住
宅
の
募
集
や
住
宅
修
繕
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
生
活
で
出
る
、

ご
み
処
理
施
設
の
ク
リ
ー
ン
セ

　

現
在
、
村
で
は
村
営
住
宅
の

悪
質
な
滞
納
者
や
無
断
退
去
者

に
対
す
る
事
務
処
理
要
綱
を
制

定
し
、
平
成
２７
年
度
か
ら
無
断

退
去
者
に
対
す
る
訴
え
の
提
起

を
議
会
に
上
程
、
議
決
に
よ
り

訴
訟
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
悪
質
な
滞
納
者
に
対

し
て
も
、
今
後
適
切
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
大
事
な

施
設
を
預
か
っ
て
お
り
、
施
設

の
苦
情
な
ど
、
電
話
が
あ
れ

ば
、
直
ぐ
に
対
応
す
る
よ
う
職

員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
、

ぜ
ひ
使
用
料
な
ど
の
完
全
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ン
タ
ー
、
し
尿
や
汚
泥
受
入
の

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
、
火

葬
場
、
村
営
墓
地
、
公
衆
便
所

の
維
持
管
理
等
を
委
託
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

　

業
務
が
幅
広
く
、
現
在
８
名

の
職
員
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
水
道
料
、
住
宅
料
、
ご
み

し
尿
手
数
料
は
、
施
設
の
管
理

に
は
必
要
な
予
算
と
な
り
、
納

付
書
を
発
送
す
る
こ
と
も
重
要

な
業
務
で
す
。

　

し
か
し
、
個
人
が
使
っ
た
料

金
の
支
払
い
は
当
り
前
な
の

に
、
悪
質
に
滞
納
す
る
方
が
増

え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

今
後
施
設
の
管
理
が
出
来
な
く

な
り
ま
す
。

　

石
灰
窒
素
と
い
う
農
業
資
材

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
外
観

か
ら
は
単
に
肥
料
の
よ
う
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
な
ん
と
肥

料
と
し
て
だ
け
で
な
く
農
薬
と

し
て
も
登
録
さ
れ
て
い
る
特
殊

な
資
材
で
す
。

　
①
石
灰
窒
素
の
農
薬
効
果

　

石
灰
窒
素
の
主
成
分
で
あ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
シ
ア
ナ
ミ
ド
が
土

壌
中
の
水
分
と
反
応
し
て
シ
ア

ナ
ミ
ド
に
な
り
ま
す
。
こ
の
シ

ア
ナ
ミ
ド
は
土
中
の
病
害
虫
や

雑
草
種
子
に
対
し
て
殺
菌
・
殺

虫
・
殺
草
効
果
が
あ
り
ま
す
。

シ
ア
ナ
ミ
ド
は
さ
ら
に
水
分
と

反
応
し
て
、
夏
に
は
３
～
５

日
、
冬
で
は
７
～
１０
日
間
程
度

　

公
園
や
街
中
、
水
辺
な
ど
、

東
京
都
内
で
撮
影
し
た
み
ど
り

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
募
集

期
間
は
平
成
２９
年
９
月
３０
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

応
募
テ
ー
マ
は
「
街
中
み
ど

り
」「
公
園
み
ど
り
」「
里
山
・
島

み
ど
り
」「
湖
・
滝
・
海
・
川
み
ど

り
」「
自
由
に
み
ど
り
」「
環
境
活

動
」の
６
つ
と
な
っ
て
お
り
、上

位
作
品
に
は
商
品
券
５
万
円
な

ど
、豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

応
募
方
法
は
ウ
ェ
ブ
ま
た
は
郵

送
で
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
の
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
「
み
ど
り
東
京
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
ご
検
索
い
た

だ
き
、ペ
ー
ジ
内
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
作
品
の
裏

面
に
応
募
用
紙
を
貼
付
し
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
い
た
だ
く
か
三
宅
村
役
場

地
域
整
備
課
で
応
募
用
紙
付
の

チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

入
賞
作
品
は
写
真
雑
誌
で
発
表

さ
れ
、
東
京
都
６２
市
区
町
村
へ

配
布
さ
れ
る
２
０
１
８
年
カ
レ

ン
ダ
ー
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
み
ど
り
東
京

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
☎

０３–

３
２
３
０–

２
６
１
０
。

ア
ナ
ミ
ド
は
土
中
に
残
留
す
る

こ
と
な
く
、
尿
素
、
ア
ン
モ
ニ

ア
、
硝
酸
へ
と
順
に
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
石
灰
窒
素
か
ら
の

ア
ン
モ
ニ
ア
は
土
壌
コ
ロ
イ
ド

に
良
く
吸
着
さ
れ
る
た
め
、
窒

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
固
定
資

産
（
土
地
・
家
屋
）
を
所
有
さ

れ
て
い
た
場
合
は
、
法
務
局
に

て
相
続
登
記
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

相
続
登
記
が
完
了
さ
れ
る
と

法
務
局
よ
り
三
宅
村
へ
通
知
書

が
送
付
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
所
有
者
変

更
を
行
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
が
す
ぐ
に
出
来
な

い
場
合
は
、
登
記
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
、
相
続
人
を
代
表
し

て
納
税
通
知
書
を
受
領
し
、
納

付
し
て
い
た
だ
く
方
（
相
続
人

代
表
者
）
の
指
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
「
相
続
人
代
表

者
指
定
届
」
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
未
登
記
家
屋
を
所

有
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
名
義

変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

「
未
登
記
家
屋
名
義
人
変
更

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
続
登
記
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
た
場
合
、
親
子
や
配
偶
者
、

兄
弟
だ
け
で
あ
っ
た
相
続
人
が

孫
、
甥
、
姪
ま
で
お
よ
ぶ
な
ど

相
続
人
が
増
え
て
し
ま
い
、
そ

の
後
の
遺
産
分
割
協
議
が
ま
と

ま
ら
な
い
こ
と
や
、
土
地
建
物

の
売
却
、
贈
与
が
出
来
な
い
こ

と
な
ど
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
の
親
族
の
こ

と
を
考
え
て
、
早
期
に
相
続
登

記
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
納
税
義
務
者
の
方
が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
後
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
が
あ
る
場

合
は
、
配
偶
者
や
子
供
な
ど
の

相
続
人
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
相
続
人
の
方

は
納
税
状
況
の
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

※
届
出
書
に
つ
い
て
は
、
三

宅
村
に
提
出
と
な
り
ま
す
が
、

納
税
に
限
定
し
た
も
の
で
法
的

に
相
続
が
確
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
村
民
課
税
務

係
☎
⑤
０
９
８
３
。

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
、

消
防
設
備
士
講
習
が
＝
別
表
＝

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
い

ず
れ
も
免
状
を
交
付
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
の
で
、
講
習

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、

免
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

▽
会
場
＝
三
宅
支
庁
会
議
室

　

▽
申
し
込
み
＝
三
宅
支
庁
、

三
宅
村
役
場
、
御
蔵
島
村
役

場
、
三
宅
消
防
本
部
に
て
受
講

申
請
書
を
配
布
。
当
日
、
会
場

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
不
足

か
ら
生
じ
る
人
間
関
係
の
悪
化

を
防
ぐ
た
め
、
正
し
い
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
講

で
尿
素
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の

期
間
が
農
薬
と
し
て
効
果
を
示

す
期
間
で
す
。

　
②
石
灰
窒
素
の
肥
料
効
果

　

石
灰
窒
素
は
、
窒
素
成
分
を

２０
～
２１
％
含
有
し
ま
す
が
、
農

薬
と
し
て
効
果
を
発
揮
す
る
シ

み
ど
り
東
京
フ
ォ
ト
コ
ン

作
品
を
募
集
中

素
肥
料
と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
効

く
（
緩
効
性
）
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
モ
ニ

ア
と
硝
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

た
め
、
葉
物
等
で
は
葉
色
や
光

沢
な
ど
品
質
が
向
上
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
ル
カ
リ
分
を
５５

％
含
む
た
め
、
苦
土
石
灰
と
同

レ
ベ
ル
の
ｐ
Ｈ
矯
正
や
石
灰
成

分
を
補
う
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
苦
土
石
灰
と
は

異
な
り
苦
土
成
分
を
含
み
ま
せ

ん
。

　

そ
の
他
、
石
灰
窒
素
に
は
、

落
ち
葉
な
ど
未
熟
な
有
機
物
に

混
ぜ
る
と
腐
熟
を
早
め
る
効
果

も
あ
り
ま
す
。

　
③
注
意
事
項

　

農
薬
と
し
て
の
効
果
を
期
待

し
て
使
用
す
る
場
合
、
作
物
の

種
類
に
応
じ
た
窒
素
量
に
も
ご

留
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
シ
ア

ナ
ミ
ド
は
刺
激
性
が
あ
る
の
で

皮
膚
に
付
着
し
な
い
よ
う
注
意

が
必
要
な
上
、
人
体
内
で
ア
ル

コ
ー
ル
の
分
解
を
抑
制
す
る
の

で
散
布
作
業
当
日
の
飲
酒
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
物
の
管
理
に
対
す
る
相

談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
☎
⑥
１
４
１
４
ま
で
。

　

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務

組
合
の
情
報
公
開
制
度
（
平
成

１８
年
条
例
第
９
号
）
は
、
島
し

ょ
９
町
村
の
住
民
の
組
合
行
政

へ
の
参
加
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な

運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
さ
れ
、
毎
年
１
回
の
情

報
公
開
実
施
状
況
を
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２８
年
度
の
情
報
公
開
実

施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▽
開
示
請
求
件
数
＝
１
件

　

▽
開
示
決
定
件
数
＝
１
件

（
一
部
開
示
決
定
を
含
む
）

　

問
い
合
わ
せ
は
東
京
都
島
嶼

町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課
庶

務
係
（
担
当
：
鈴
木
）
☎
０３–

３
４
３
２–

４
９
６
１
。

島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

情
報
公
開
実
施
状
況

で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

▽
免
状
の
書
き
換
え
・
再
交

付
＝
東
京
消
防
庁
予
防
部
防
火

管
理
課
試
験
講
習
係
☎
０３–

３

２
５
５–

２
９
４
５

　

▽
講
習
内
容
＝
公
益
財
団
法

人
東
京
防
災
救
急
協
会
講
習
事

業
部
講
習
第
一
課
☎
０３–

５
２

９
７–

７
３
８
３

　

▽
そ
の
他
＝
三
宅
支
庁
総
務

課
行
政
担
当
☎
②
１
３
１
１

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

▽
内
容
＝
①
「
認
知
症
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
認
知
症

の
経
過
を
で
き
る
だ
け
穏
や
か

に
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
②
「
介
護

者
の
心
理
と
介
護
う
つ
予
防
」

認
知
症
の
方
の
家
族
の
気
持
ち

の
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
し
、
介
護

う
つ
予
防
の
た
め
の
工
夫
を
学

び
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
６
月
２７
日
㈫
①
午

前
１０
時
半
か
ら
正
午
②
午
後
６

時
半
か
ら
午
後
８
時
半

　

▽
会
場
＝
①
三
宅
村
文
化
会

館
（
リ
ス
タ
☆
ホ
ー
ル
）
②
阿

古
体
育
館

　

▽
実
施
機
関
＝
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

認
知
症
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

�

６
月
27
日
㈫

別表　日時と受講料

講習名 日　時 受講料

消防設備士
講習

6月17日㈯
9時～17時

（受付8時30分～）
7,000円
（非課税）

危険物取扱者
保安講習

6月18日㈰
9時～13時

（受付8時30分～）
4,700円
（非課税）

「
石
灰
窒
素
の
紹
介
」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林

使
用
料
の
完
全
納
付
の
お
願
い

み
ん
な
の

コ
ラ
ム

三
宅
村
役
場 

地
域
整
備
課
長

山
上
　
力

危
険
物
取
扱
者
保
安
と

消
防
設
備
士
講
習
実
施

相
続
手
続
き
に
つ
い
て

土
地
・
家
屋
な
ど
固
定
資
産

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

６
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

６
月
３０
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

６
月
３０
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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１３日㈫ 乳幼児健康診査� 【伊豆避難施設】

１５日㈭

定期予防接種
ＤＰＴ-ＩＰＶ	（１４：３０～１４：４０）
日本脳炎１期	（１４：４０～１５：００）
ＭＲ	 （１５：００～１５：２０）
ＤＴ２期・日本脳炎２期
	 （１５：２０～１５：４０）�【中央診療所】

２２日㈭

任意予防接種	 （１４：２０～１４：３０）
定期予防接種
ＢＣＧ	 （１４：２０～１４：３０）
Ｂ型肝炎	 （１４：３０～１４：４０）
小児用肺炎球菌、ヒブワクチン同時接種
	 （１４：４０～１４：５０）
水痘	 （１４：５０～１５：００）�【中央診療所】

３０日㈮ 保育料（６月分）、村都民税（第１期）の納期限

◆保健師による健康相談
（毎週火・金曜日９：３０～１１：００、無料・予約不要
� 【福祉健康課　健康係】
◆東京法務局の６月の特設登記所は開設されません。
〈次回の開設予定〉
７月１２日㈬９：００～１２：００、１３：００～１６：００
７月１３日㈭９：００～１２：００� 【役場臨時庁舎】

６月の生活カレンダー

就航率 搭乗率
調布
� ⇒三宅

92.3％
38.0％

三宅
� ⇒調布 66.9％

航空機の運航状況

・検診、予防接種、子育て相談、健康相談など
　� 福祉健康課 福祉係☎⑤０９０２ 健康係☎⑤０９１１
・村税���������村民課税務係☎⑤０９８３
・特設登記所��企画財政課企画情報係☎⑤０９８４ 
　東京法務局　不動産登記☎03‐5213‐1330
　　　　　　　法 人 登 記☎03‐5213‐1337
� ※相談の際は関係する資料をご持参ください。

問
い
合
わ
せ
先

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（H29.4.1～4.30）

　

２
番
診
察
室
の
長
谷
川
で

す
。
５
月
２５
日
〜
３１
日
は
何
の

期
間
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

実
は
６
月
ご
ろ
か
ら
増
加
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
「
脳
卒
中
」

週
間
で
す
。
脳
卒
中
の
原
因
の

一
つ
は
ひ
ど
い
脱
水
で
す
が
、

脱
水
に
な
る
と
誰
で
も
脳
卒
中

に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

元
々
、
頭
の
中
へ
の
血
の
め
ぐ

り
が
良
く
な
い
方
、
動
脈
硬
化

が
進
ん
で
い
る
方
が
な
り
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
動
脈

硬
化
の
一
番
の
原
因
は
タ
バ
コ

で
す
。
他
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
高
い
、
血
圧
が
高
い
、
高

齢
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
運
動
不

足
の
方
な
ど
で
動
脈
硬
化
は
進

み
ま
す
。
脳
卒
中
の
予
防
で
一

番
大
切
な
事
は
こ
う
い
っ
た
生

活
習
慣
の
改
善
で
す
。

　

も
う
一
つ
大
切
な
事
は
、
脳

卒
中
を
発
症
し
た
ら
す
ぐ
に
診

療
所
を
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

脳
梗
塞
の
場
合
、
治
療
で
一
番

大
切
な
こ
と
は
「
時
間
」
で

す
。
有
効
な
治
療
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
発
症
か
ら
４
時
間
半
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
４
時
間
半
以

　

風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
も

た
な
い
妊
婦
さ
ん
が
風
し
ん
に

感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
耳

や
目
、
心
臓
な
ど
に
障
害
が
出

る
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
妊
娠
中
の
女
性
へ
の
感
染

予
防
を
目
的
と
し
て
、
自
分
の

抗
体
価
を
知
る
た
め
の
風
し
ん

抗
体
検
査
と
抗
体
価
の
低
い
方

の
た
め
の
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

　

▽
対
象
者
＝
三
宅
村
に
住
民

票
が
あ
る
１９
歳
以
上
の
妊
娠
を

希
望
す
る
女
性
（
既
に
風
し
ん

含
有
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
以
上
接

種
し
た
方
は
除
く
）

　

▽
申
込
方
法
＝
福
祉
健
康
課

健
康
係
窓
口
（
三
宅
村
役
場
臨

時
庁
舎
２
階
）
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

▽
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

＝
抗
体
価
が
判
ら
な
い
方
→
身

分
証
明
書
（
※
）
、
抗
体
価
の

低
い
こ
と
が
判
っ
て
い
る
方
→

身
分
証
明
書
（
※
）
と
抗
体
価

　

こ
ど
も
の
心
理
発
達
相
談
を

行
い
ま
す
。お
子
さ
ん
の
発
育
・

発
達
で
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
例

え
ば
、
「
言
葉
が
遅
い
」
「
病

院
や
歯
医
者
を
怖
が
る
」
「
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
と
激
し
く

泣
い
た
り
、
怒
っ
て
手
が
か
か

る
」
な
ど
。
専
門
の
心
理
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

▽
対
象
者
＝
１
歳
６
カ
月
健

診
修
了
者
か
ら
就
学
前
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

　

▽
実
施
日
時
＝
６
月
１４
日
㈬

　

６
月
４
日
は
虫
歯
の
日
で

す
。
日
本
歯
科
医
師
会
で
は
４

日
か
ら
10
日
は
歯
と
口
の
健
康

週
間
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
虫
歯
の
予
防
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

一
度
虫
歯
の

経
験
を
す
る
と

い
ず
れ
ま
た
治

療
が
必
要
に
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
虫
歯
に
な
る
習
慣
・
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
が
変
わ
っ
て

い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

誰
し
も
い
つ
も
磨
い
て
い
る
の

に
な
ぜ
虫
歯
に
な
る
の
か
な
？

と
疑
問
に
思
う
事
で
し
ょ
う
。

　

虫
歯
を
治
し
た
所
の
磨
き
方

が
不
十
分
な
た
め
で
す
。
虫
歯

に
な
っ
た
ら
習
慣
と
歯
ブ
ラ
シ

方
法
を
変
え
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ

と
い
っ
た
補
助
道
具
を
使
う
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。
寝
て
い
る

時
が
一
番
虫
歯
に
な
り
や
す
い

時
な
の
で
寝
る
前
の
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
は
大
切
で
す
。

　

砂
糖
の
と
り
す
ぎ
や
食
べ
物

の
性
質
、
特
に
歯
に
く
っ
つ
き

や
す
い
物
は
注
意
が
必
要
で

す
。
や
わ
ら
か
い
物
も
お
い
し

い
で
す
が
、
か
た
く
て
自
然
に

汚
れ
を
落
と
し
て
く
れ
る
繊
維

性
の
食
品
を
と
る
の
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

治
療
の
痕
を
よ
く
観
察
し
て

み
る
と
ど
ん
な
治
療
さ
れ
た
の

か
が
わ
か
り
ま
す
。
詰
め
物
な

の
か
被
せ
物
な
の

か
、
詰
め
物
で
あ

る
な
ら
治
し
た
所

が
磨
け
て
い
な
か

っ
た
所
で
す
。

　

こ
の
期
に
自
分
の
口
の
中
に

関
心
を
も
っ
て
健
康
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
な
機
会
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

（
三
宅
村
歯
科
診
療
所
・
寺

田
賢
治
）

内
で
あ
れ
ば
詰
ま
っ
た
血
管
を

開
通
さ
せ
る
薬
を
使
え
ま
す
。

　

こ
の
薬
は
本
来
、
脳
卒
中
の

専
門
病
院
で
し
か
使
え
な
い
の

で
す
が
、
平
成
２８
年
か
ら
都
立

広
尾
病
院
と
連
携
し
て
、
特
別

に
当
院
で
は
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
た
ち
は
脳
卒
中
専
門

医
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
っ

て
い
る
治
療
は
内
地
の
専
門
医

療
機
関
と
同
様
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
治
療
に
は
や
は

り「
時
間
」が
大
切
で
す
。
脳
梗

塞
の
症
状
は
突
然
の
麻
痺
や
し

ゃ
べ
り
に
く
さ
で
す
。
そ
れ
以

外
に
も
症
状
は
あ
り
ま
す
が
、

突
然
起
こ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

有
名
な
標
語
で
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
と
い

う
覚
え
方
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
（
顔
）・
Ａ
ｒ
ｍ
（
手
）の
麻

痺
、Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ（
言
葉
）の

障
害
が
見
ら
れ
た
際
に
は
Ｔ
ｉ

ｍ
ｅ（
時
間
）が
大
切
な
の
で
す

ぐ
に
診
療
所
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
脳
卒
中
の
治
療
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
く
に
は
、

患
者
さ
ん
の
周
り
の
ご
家
族
の

気
づ
き
が
非
常
に
大
切
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

整
形
外
科
と
耳
鼻
咽
喉
科
の

専
門
診
療
を
行
い
ま
す
。
予
約

制
で
は
な
く
、
診
療
当
日
に
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。
受
診
者

多
数
の
場
合
は
、
受
け
付
け
を

早
め
に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

▽
場
所
＝
中
央
診
療
所

　

▽
日
時
＝
【
整
形
外
科
】
６

月
８
日
㈭
、
９
日
㈮
午
前
の
み

【
耳
鼻
咽
喉
科
】
６
月
２２
日

㈭
、
２３
日
㈮
午
前
の
み

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

☎
②
０
０
１
６
。

　
【
お
詫
び
と
訂
正
】５
月
号
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
旭
日
単
光
章
を
受
章
」

の
、
梅
田
政
男
氏
の
正
し
い
任

期
は
４
期
１６
年
で
し
た
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

◎
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
⑤
０
９
３
２
、

m
iyake03@ vill.m

iyake.tokyo.
jp

　
国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
２９
年
４
月
か
ら
平
成
３０

年
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
万
６
４
９
０
円
で

す
。
保
険
料
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に

よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、

そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に

対
し
て
電
話
、書
面
、面
談
に
よ

り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ

っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ

た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の

あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
三
宅
村
役
場
住
民
年
金

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

港
年
金
事
務
所
☎
０３–

５
４
０

１–

３
２
１
１
ま
た
は
村
民
課

住
民
年
金
係
☎
⑤
０
９
０
４
。

の
低
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
（
母
子
手
帳
、
抗
体
検
査
結

果
な
ど
）

　

※
身
分
証
明
書
の
例
：
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど

　

▽
実
施
期
間
＝
平
成
３０
年
３

月
３１
日
ま
で

　

▽
実
施
機
関
＝
三
宅
村
国
民

健
康
保
険
直
営
中
央
診
療
所

　

中
央
診
療
所
以
外
で
の
風
し

ん
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
は

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
費
用
＝
都
お
よ
び
村
の
補

助
に
よ
り
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

供
は
、
毎
月
１０
日
ご
ろ
ま
で
に

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
内
容

と
連
絡
先
を
下
記
ま
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
紙
面
に

余
裕
が
あ
る
場
合
の
み
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
文
体
は
ご
一
任

く
だ
さ
い
。

　

◎
広
報
担
当
者
は
取
材
の
際

に
腕
章
を
し
て
い
ま
す
の
で
撮

影
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

◎
三
宅
村
で
は
村
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
午
前
９
時
②
午
前
１０
時
（
４０

分
程
度
）

　

▽
場
所
＝
阿
古
福
祉
会
館

　

▽
申
し
込
み
期
間
＝
６
月
７

日
㈬
ま
で

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
次

回
の
８
月
に
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
健
康
課
健
康
係
☎
⑤
０
９

１
１
。

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

卒
中
週
間
に
つ
い
て

脳

中
央
診
療
所
長

長
谷
川　

勇
太

申
し
込
み
は
６
月
７
日
㈬
ま
で

妊
娠
希
望
の
女
性
対
象
に

こ
ど
も
心
理
発
達
相
談
実
施

風
し
ん 

抗
体
検
査

予
防
接
種 

を
実
施
し
ま
す

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
考
え
よ
う

６
月
４
日
か
ら
歯
と
口
の
健
康
週
間

整
形
外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科

専
門
診
療
を
実
施
し
ま
す

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

６
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

６
月
３０
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

６
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

６
月
３０
日
㈮
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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各観測点での火山ガス濃度の年平均値
やレベルごとの月平均時間などはＩＰ
告知端末で配信。火山ガス濃度の年平
均値の推移は村のホームページに掲載。

三宅島火山ガス濃度情報サービス
①☎04994−6−0565
②IP告知端末（テレビ電話）
③�携帯サイト�
http://www.miyake-so2.jp/keitai/

三
宅
島

デ
ィ
ス
カ
バ
ー

N

S
W

E

伊
ヶ
谷
地
区
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト

養
成
講
座
始
ま
る

この4月から三宅島に来ま
した。よく笑い、よく泣く
甘えん坊です。
もうすぐ初めてのお誕生日。
これからもニコニコ楽しい
毎日を過ごそうね！

【申込み方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年月日・
保護者からのメッセージ（約４０字）に、保護者氏名と連絡先を添え
て企画財政課へ持参かメール（件名：みやけの宝）をmiyake03@
vill.miyake.tokyo.jpへ送信。
【対象】２歳未満。※写真は返却できません。

宇
う

田
だ

川
が わ

 瑚
こ

夏
な つ

 ちゃん
誕生日：平成２８年
� ６月２９日（伊豆）

　

野
鳥
の
楽
し
み
方

と
い
う
と
、
ま
ず
思

い
浮
か
ぶ
の
は
双
眼

鏡
を
使
っ
た
バ
ー
ド

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
し

ょ
う
か
？
で
も
、
楽

の
絵
が
描
け
る
と
大
評
判
で

す
。今
回
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の

は
ア
カ
コ
ッ
コ
と
カ
ン
ム
リ
ウ

ミ
ス
ズ
メ
。
併
せ
て
レ
ン
ジ
ャ

ー
に
よ
る
ア
カ
コ
ッ
コ
や
カ
ン

ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
の
話
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

雨
の
季
節
、
屋
内
で
も
楽
し

め
る
野
鳥
の
楽
し
み
方
を
ひ
と

つ
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

メッセージ

６３

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「
野
鳥
の
絵
を�

�

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

イ
ベ
ン
ト
情
報

ほかにも海岸植物観察会、ウチヤマセンニュウ観察会、早朝観察会などがあります。
詳しくはアカコッコ館HP、島内に掲示してあるポスター、IP告知端末等をご覧ください
☎⑥0410、FAX⑥0458、ホームページの「アカコッコからの手紙」で検索。

実施日 時間 実施場所 対象・定員・参加費

野鳥画家谷口高司氏によるタマゴ式鳥絵塾　①③はアカコッコ、②はカンムリウミスズメを描きます。

①6月10日㈯ 14:00～16:00 神着老人福祉会館 対　象：小学生以上
定　員：20名（要申し込み）
参加費：�大人300円、65歳以上100円、�

中学生以下50円

②6月11日㈰  9:00～11:00 アカコッコ館

③6月11日㈰ 14:00～16:00 阿古港船客待合所（ここぽーと）

ミヤケヘビギンポ観察会　恋の季節を迎えアカコッコカラーになった海水魚を観察しよう

6月24日㈯  8:30～10:00 長太郎池もしくは土方海岸 対　象：１人でシュノーケル出来る人
定　員：8名（要申し込み）　参加費：無料

い
ろ
い
ろ
。
写
真
撮
影
を
楽

し
む
方
や
美
し
い
声
を
楽
し

む
方
、
可
愛
ら
し
い
野
鳥
の

グ
ッ
ズ
を
集
め
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
ん
な
楽
し
み
方
の
ひ
と

つ
と
し
て
野
鳥
の
絵
を
描
く

と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
６
月
１０
～
１１
日
に
野

鳥
画
家
と
し
て
有
名
な
谷
口

高
司
さ
ん
提
案
の「
タ
マ
ゴ

式
鳥
絵
塾
」を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
タ
マ
ゴ
式
に
か
か

る
と
普
段
全
く
絵
を
描
か
な

い
と
い
う
方
で
も
あ
ら
不
思

議
、
生
き
生
き
と
し
た
野
鳥

　

５
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け

て
、
八
丈
島
に
て
大
勝
組
杯
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
宅
島
か

ら
青
ヶ
島
ま
で
の
全
小
中
学
生

し
み
方
は
他
に
も

て
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

三
宅
島
郷
土
資
料
館
で
は
ト

コ
ロ
ジ
ス
ト
活
動
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
三
宅
島
の
小
さ
な
も

の
を
「
つ
な
げ
て
見
て
い
く
」

こ
と
で
大
切
な
も
の
を
再
発
見

し
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
場

所
＝
ト
コ
ロ
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
郷
土
愛
を
醸
成
し
て
行

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

三
宅
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

※
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
三
宅
島
」

は
不
定
期
で
掲
載
し
ま
す
。

　

三
宅
村
文
化
会
館
に
て
、

『
シ
ア
タ
ー
三
宅
島
第
３
回
名

チ
ー
ム
が
集
ま
る
大
変
な
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
大
会
で
す
。

　

三
宅
島
か
ら
も
Ｆ
Ｃ
三
宅

（
小
学
生
）
お
よ
び
Ｆ
Ｃ
三
宅

　

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
た
ト

コ
ロ
ジ
ス
ト
養
成
講
座
は
、
伊

ヶ
谷
地
区
を
対
象
に
し
て
５
月

１４
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
第

１
回
は
「
ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
」
の

著
者
で
あ
る
講
師
の
箱
田
敦
只

氏
を
招
い
て
、
三
宅
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　「
場
所
＝
ト
コ
ロ
」

　

ト
コ
ロ
ジ
ス
ト
と
は
、
「
ト

コ
ロ（
所
）」と
「
ジ
ス
ト
（
～

す
る
人
）
」
の
二
つ
の
言
葉
の

合
成
語
で
「
そ
の
場
所
の
専
門

家
」
を
意
味
し
ま
す
。
「
場

所
」
に
こ
だ
わ
る
ト
コ
ロ
ジ
ス

ト
活
動
に
は
、
そ
の
場
所
の
情

報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
「
地

図
」
が
不
可
欠
で
す
。

　

参
加
者
は
ま
ず
、
三
宅
島
全

作
映
画
鑑
賞
会
』
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
映
画
は
、
昨
年
大

体
を
俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
し
て
、

都
道
に
色
づ
け
し
て
み
た
り
、

沢
筋
を
確
か
め
て
み
る
と
少
し

ず
つ
で
す
が
、
今
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
き
ま

す
。

　「
食
べ
る
」「
話
す
」「
歩
く
」

　

伊
ヶ
谷
地
区
の
ト
コ
ロ
ジ
ス

ト
養
成
講
座
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
「
食
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
を
進
め
て
行
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
ご

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま

ず
は
み
ん
な
で
三
宅
島
の
旬
の

物
を
食
べ
て
み
ま
す
。
食
べ
た

後
に
、
食
材
の
調
達
、
調
理
の

方
法
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
お
話
し
の
中
に
、

そ
の
場
所
の
歴
史
や
文
化
が
隠

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
実
際
に

そ
の
場
所
を
歩
い
て
み
る
。

　

「
食
べ
る
」
「
話
す
」
「
歩

く
」
の
三
つ
を
繰
り
返
し
な
が

ら
並
行
し
て
記
録
と
分
類
を
進

め
て
行
く
と
、
歴
史
や
文
化
、

経
済
や
人
々
の
暮
ら
し
、
自
然

や
生
き
物
な
ど
が
、
つ
な
が
っ

ヒ
ッ
ト
し
、
大
き
な

反
響
を
呼
び
起
こ
し

た
感
動
作
「
こ
の
世

界
の
片
隅
に
」で
す
。

　

詳
細
は
折
り
込
み

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
６
月
２４

日
㈯

　

▽
場
所
＝
三
宅
村

文
化
会
館

　

問
い
合
わ
せ
は
三

宅
村
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
☎
⑤
０
９

５
２
。

Ｊｒ．
ユ
ー
ス（
中
学
生
）

が
参
戦
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
Ｆ
Ｃ

三
宅
が
準
優
勝
と
い

う
素
晴
ら
し
い
結
果

を
残
し
、
Ｆ
Ｃ
三
宅

Ｊｒ．
ユ
ー
ス
も
、
そ
れ

に
負
け
じ
と
全
て
の

試
合
で
接
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
、
貴
重
な
対
外

試
合
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
飛
躍
に
期
待
で

き
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

ロ
な
商
店
街
な
ど
、
街
を
歩
き

続
け
る
著
者
が
東
京
に
散
在
す

る
歩
き
が
い
の
あ
る
道
を
カ
ラ

ー
写
真
も
ま
じ
え
て
ガ
イ
ド
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
前
に
、
ど
ん
ど
ん
新

し
く
な
っ
て
い
く
東
京
で
す
が

古
い
記
憶
が
よ
み
が
え
る
一
冊

で
す
。

　

三
宅
村
図
書
館
☎
⑤
１
４
５

３
、
開
館
午
前
10
時
～
午
後
５

時
、
水
曜
日
休
館
。
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６
月
の
小
・
中
学
校
予
定
　

　

【
小
学
校
】

１２
日
㈪
＝
水
泳
指
導
開
始

１４
日
㈬
＝
着
衣
泳
体
験
学
習

２０
日
㈫
～
２２
日
㈭
＝
学
校
公
開

２３
日
㈮
＝
海
浜
教
室（
高
学
年
）

３０
日
㈮
～
７
月
１
日
㈯

　
　
　

＝
宿
泊
体
験
学
習（
小
４
）

　

【
中
学
校
】

５
日
㈪
～
９
日
㈮
＝
参
観
週
間

１２
日
㈪
＝
地
域
清
掃

１５
日
㈭
＝
職
業
人
に
話
を
聞
く
会

１７
日
㈯
＝�

学
校
公
開
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
発
表

会

１９
日
㈪
～
２１
日
㈬
＝
定
期
考
査

２０
日
㈫
＝
救
急
救
命
講
習

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

【
新
着
本
の
紹
介
】

『
旅
す
る
音
楽

�

～
サ
ッ
ク
ス
奏
者
と
音
の
経
験
～
』

仲
野
麻
紀
著
：
せ
り
か
書
房

　

著
者
は
、
２
０
０
２
年
に
渡

仏
し
、
パ
リ
市
立
音
楽
院
を
卒

業
し
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル

タ
ー
ニ
ュ
地
方
に
住
ん
で
い
ま

す
。
サ
ッ
ク
ス
奏
者
と
し
て

『
ｋ
ｙ
（
キ
ィ
）
』
と
い
う
ウ

ー
ド
ギ
タ
ー
奏
者
の
ヤ
ン
・
ピ

タ
ー
ル
氏
と
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ー
バ
、

ア
フ
リ
カ
、
日
本
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
所
で
民
族
や
宗
教
の

違
い
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
を

乗
り
越
え
て
音
楽
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
４
月
に
三
宅
島
に

来
島
し
、
三
宅
中
学
校
で
も
公

演
を
行
い
ま
し
た
。

『
東
京
い
い
道
、

�

し
ぶ
い
道
』

泉
麻
人
著
：
中
公
新
書
ラ
ク
レ

　

由
緒
あ
る
旧
道
、
昭
和
レ
ト

こうの史代・双葉社／『この世界の片隅に』
製作委員会 準優勝をしたＦＣ三宅のメンバー

以前のタマゴ式鳥絵塾の様子

サ
ッ
カ
ー

大

会

八
丈
島
で「
大
勝
組
杯
」

６
月
24
日
㈯

シ
ア
タ
ー
三
宅
島
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

Ｆ
Ｃ
三
宅
が
準
優
勝

名
作
映
画
鑑
賞
会
を
開
催
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